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１．職場巡視体制 

 現在、平成１７年度附属病院職場巡視計画（図１

に沿って職場巡視を実施している。これは、昨年度

労働安全衛生委員会にて決定している。昨年度は、

職場巡視を実施し、指摘のあった部署に対し、一定

の期間内で書面にて「安全衛生是正要求書兼報告書

の提出を求めていたが、今年度から労働安全衛生委

員会での総括安全衛生管理者（病院長）の提案もあ

り、職場巡視で指摘した箇所については、その月の

委員会で報告した後、次回委員会までに改善可能な

ものについては再度巡視し、確認の上、報告してい

る。改善が確認できない場合には、「安全衛生是正に

関するお願い」として書面での提出を求めることとしてい

る。このような体制にすることによって、早期に現場での改善

親密度も深まるのではないかと考える。経費を要する場合は、

のについては、経費確保可能か確認の上、改善実施している。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
外来棟 ３階 ◎

２階 ◎
１階 ◎
医事課 カルテ室 ◎
薬剤部 ◎

第１中央診療棟 １階 ◎
２階 ◎

第２中央診療棟 病理部 ◎
中毒分析室 ◎

２階 検査部 ◎
放射線部 ◎
ライナック

新中央診療棟 ３階 ＯＰ室 ◎
輸血部 ◎
血液浄化室 ◎

救急救命 高気圧酸素治療室 ◎
心電図室・肺機能検査室 ◎
脳波室 ◎
心エコー室 ◎
腹部エコー室 ◎
レーザー治療室 ◎
ＣＴ ◎

MR棟 ＭＲ ◎
第１病棟 ＲＩ ◎

理学療法部 ◎
栄養治療部 ◎
救急外来
医療材料物流センター ◎
看護部 ◎

３階東 集中治療部
西 先進救急医療センター
４階東 周産母子センター
西 産婦人科
５階東 小児科
西 第１外科
６階東 耳鼻咽喉科
西 第２外科
７階東 泌尿器科
西 整形外科
８階東 皮膚科・麻酔科
西 眼科・歯科
９階東 第２内科
西 脳神経外科・神経内科
１０階東 第３内科
西 第１内科

第２病棟 １階　 薬剤部 ◎
２階 神経科 ◎
３階 精神科・神経科 ◎
４階 放射線科 ◎
５階 医療情報部 ◎
６階 管理部 ◎

各棟 機械室
該当の棟 地下
その他

２階

１階

１階

２階

◎

◎

◎

◎

◎

平成１７年 平成１８年

◎

３階

１階

検査部

◎

◎

◎

）

」

 委員会では、巡視の指摘箇所や改善状況、良い例など実際に

ているが、現場の状況把握の為の職場巡視報告は重要であり、

安全週間・衛生週間時には労働安全衛生委員会委員による職場

い他部署を巡視することにより、自分の部署の振り返りや参考

病院は連携も必要であり、他部署の現状など知ることができる

 
２．職場巡視の実際 

職場巡視は、産業医、専任衛生管理者１名、兼任衛生管理者

衛生週間時）で実施している。日常的な職場巡視は２人体制で

管理者（労働衛生コンサルタント）も立ち会いを行っている。

ばよいのか分からない手探り状態であり、巡視する側もされる

目的から巡視を行った。附属病院事業場は様々な科や部が集ま

握しにくい状況であった為、安全衛生推進員（安全衛生状況に

を各部署より１名選出して、職場巡視の案内役としての協力を

などを理解することができた。平成１７年度からは、労働安全

場巡視の視点が徐々に理解できてきた為、当初作成していたチ

を実施している。チェックリストに沿った巡視では、ある程度

に記載事項以外のものは、見落とされがちになる為、その点を
が実行されており、また各部署と巡視者間の

委員会で検討の結果、早期に改善が必要なも

 

図１ 平成１７年度附属病院職場巡視計画 

分かるように写真やパワーポイントで報告し

委員からの意見も多数でている。また、全国

巡視も実施しており、普段見ることの出来な

にもなり、また、様々な部署が集まった附属

よい機会になればと考えている。 

３名、労働安全衛生委員会委員（全国安全・

実施しており、必要に応じ医学部の専任衛生

昨年４月からの職場巡視は、当初は何を見れ

側も初心者で、まず顔を知ってもらうという

った事業場であり、各々の部署の業務など把

関する情報の集約などの業務を担っている）

求めた。これにより、大まかな業務や問題点

衛生コンサルタントとの巡視経験を通し、職

ェックリストを修正し、それに基づいた巡視

漏れなく行えるという反面、チェックリスト

考慮し巡視にあたる必要がある。 



３．指摘事項と改善後の具体例 

 職場巡視で指摘した箇所や良好な点、改善確認についての例を以下に紹介する。 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 防火扉、シャッター前      図２ 防火扉の掲示（良い例）       図３  非常口前 

（１）避難経路について 
 非常口や避難路、通路については、消防法（消防法第８条のニの四）で避難上、必要な施設の管理義務に

ついて規定されている。図１について、防火扉の前、防火シャッターの下とどちらにもかかるように机や椅

子が設置されている。これでは、火災時、防火扉は開かないし、防火シャッターの閉鎖にも支障がある。指

摘後、速やかに改善がなされたが図２の良い例のように、防火扉に掲示することも良いのではないかと思わ

れる。図３については非常口前に物が置かれている。置かれているものについては、たまたま使用していな

かった物品が置いてあったとのことだが、その際にも片側に寄せるなどして避難経路を確保する必要がある。

指摘後、改善が見られた。 
 
（２）器材室の整理整頓について 
 整理整頓については、７月の全国安全週間でも周知されているこ

とであるが、ある器材室では物品がばらばらに置かれ、奥に入るこ

とすら困難であった。指摘後、その部署で検討され、物品の置き位

置についてテープで示し、使用後は定位置に戻すよう、対策がとら

れた。この件については、委員会でも報告し、委員の中から表彰し

てもよいのではないかとの意見もでるほどであった。 
                             図４ ある器材室 

（３）化学物質について 
 化学物質については、まず使用量にかかわらず使用物質の物性（化学的・物理的性質）、毒性や危険性につ

いての知識がなければならない。その上で、安全・防災面での適切な管理、事故時の緊急対策、救急処置な

どが実施できるのである。ＭＳＤＳ（化学物質安全データシート）は、これらの一連の情報がまとめてある

もので、化学物質を使用する部署では作成、掲示、保管し、使用部署の者が周知できるようにする必要があ

る。また、化学物質で引火性のある物質を使用しているにもかかわらず、その部屋自体には消火器が設置さ

れていないことがあった。これについては、現状が法令の最低基準を満たしているか否かは別にしても、重

要なことである（消火器設置予定）。これは安全・衛生週間時に実施している委員会委員によって指摘された

ことである。 
 
職場巡視は、法令の最低基準を満たしているかどうかはもちろん、そうでない危険性も含め、「職場巡思」と

言われるように思いを巡らし、様々な視点から職場の安全・衛生を考えていく必要がある。まだまだ、未熟

ではあるが以上のようなことを含め、職場巡視のあり方を常に検討しながらすすめていこうと思っている。        


